人間らしさの進化と発達　―感情と社会性を中心に by 遠藤, 利彦
Mar. 2010 2009 年度共愛学園前橋国際大学公開講座 29 































                                                   
* 東京大学 























































































































































































































































































































































































































































































































































































 ちょっとこれなんかは、簡単にお話すると、４人の人に 100 万円あげる。100 万円あげ
て、そのうちの何円かを銀行に預けてくれたら、それを２倍にして 4 人全員に等しく分配
して返しますよと言う。例えば 4 人全員が 100 万円すべてを預ければ、その総額 400 万円
の 2 倍、800 万円を４等分にして返してくれる。つまり、1 人が 200 万のお金を手にするこ
とができる。こんなにおいしい話はありませんよね。しかし、これは実は自分では全然お
金を出さないで、もうけることもできるんですね。1 人は 100 万円を懐に抱え込んで自分で
は一銭もお金を出さずに、３人の人が 100 万円を出して、それが２倍になると 600 万円。
それでも４等分されるというのがルールだから、150 万ずつ４人の人に分け与えられる。 
100 万円出した 3 人は、150 万だから、持っていたもともとの 100 万より 50 万円分、もう


























































































 共愛学園前橋国際大学論集 No.10 48 
っかりと子どもだけではもてあましてしまうような感情をちゃんと受け止めて、ちゃんと
調節してあげる、それが大切なんじゃないかなと思います。 
 
 ちょっと時間をオーバーしてしまいましたが、今日は人間というのは本来社会的な生物
ですよ、それによってこんなに適応してきたところがあるんですよ、そしてその社会性と
いうものを、感情というものが支えている可能性があるんですよという話をいろいろとし
てきました。だから、感情というものを、ただ無理に抑えつけるということではなくて、
その感情に潜んである知恵のようなものをちゃんとうまく使えるようになっていくという
ことが、もしかしたら子どもの発達においては一番重要かもしれないし、そういうように
導いてあげることが、大人にとっては大切な役割かもしれない、なんて話をしてきたわけ
です。子どもの子どもじみた感情、本当に子どもはいろいろな形で感情的に暴発します。
だけど、それをなくそうなくそうという、抑えつけようということではなくて、そのとき
自体がとても重要な感情の学習の機会というようにとらえる。それに真摯（しんし）に向
き合ってあげるということが大切なのではないか、そんなことが最近の発達心理学では議
論されています。ちょっと 15 分ほどオーバーになってしまいましたが、本日の話はここで
おしまいにさせていただきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手） 
